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国
保
病
院
の

院
長
(
木
村
)副
院
長
(岡
本)

に
変
り
ま
し
た

『
親
切
と
、

診
療
の
じ
ん
速
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
住
民
の
保
健
福
祉
を
確
立
し
た
い
。』

前
院
長
の
元
木
先
生
は
.
英

明
市
で
開
業
す
る
た
め

国

保

病
院
を
退
底
し
ま
し
た
が
.
セ

の
後
任
と
し
て
、
木
村
先
生
が

二
代
目
白
院
長
と
L
て
就
任
し

ま
し
た
匂

木
村
院
長
は
、
昭
和
ご
す
九

刀

年
札
幌
医
大
を
卒
業
酌
桂
、
札

幌
医
大一に
て
研
究
を
つ
.つ
け
て

い
ら
れ
‘
昭
和
三
十
七
年
博
士

と
な
っ
た
方
で
す
。

専
門
は
脳
神
経
札
結い
で
す
が

こ
の
ほ
か
版
部
、
腕
部
な
ど
、

}
般
外
科、

近
代
麻
肝
止
そ
の

分
野
口
非
常
に
広
〈
戻
者
と

し
て
ま
た
院
長
と
し
て
、
銀
切

と
診
山
山
山
じ
ん
速
を
で
ツ
ト
ー

に
其
に
愛
情
を
ζ

め
た
診
療
に

時
め
た
い
と
、
就
任
の
抱
負
乞

} 

木村院星

語
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
近
代
病
と
ホ
云
う
べ
き

脳
い
つ
血
の
早
期
手
術
治
療
や

産
婦
人
科
陵
世
の
実
現
、
物
療

法
と
X
線
分
野
を
切
句
離
し
て

ど
ん
な
病
気
も
早
期
発
見
が
第

-
で
あ
る
と
去
う
こ
と
で
、
完

全
な
治
療
を
図
.
っ
て
い
き
た
い

と
意
欲
を
も
や
し
て
お
り
ま
す

先
生
白
出
身
地
は
秋
田
県
十

和
田
町
で
‘
学
生
時
代
か
ら
ス

ポ
l
y
な
ら
万
能
で
、
病
院
で

も
名
二
塁
手
と
し
て
活
躍
中
で

す。

J

町
民
皆
様
の
良
き
相
談
相
手

と
し
て
絶
対
信
頼
出
来
る
方
と

し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

岡本部院長

任
に
、

院
長
と
同
じ
医
大
か
ら

岡
本
別
院
長
が
就
任
し
ま
し
た

岡
本
副
院
長
は
、
札
幌
ぶ
大

を
昭
和
三
十
二
年
に
卒
業
以
紫

当
日
川
院
に
至
る
ま
で
、
札
幌
広

大
白
和
囲
内
科
な
ら
び
に
、
札

幌
医
大
間
民
白
ガ
ン
研
究
所
に

於
て
、
内
科

一
般
と
ガ
ン
研
究

業
務
に
精
励
L
、
ζ

れ
を
修
め

た
方
で
あ
り
ま
す
。

診
療
巨
つ

い
て
は
自
信
を
も

っ
て
、
新
し
医
療
技
術
を
充

分
に
駆
使
し
町
民
の
期
待
に
こ

た
え
保
健
福
祉
に
役
立
ち
た
い

と
そ
の
意
欲
を
燃
や
し
て
お
り

さ

-
A

・
p.

趣
味
が
松
市聞
と
い
う
人
に
ぴ

っ
た
り
の
温
厚
な
、
笑
顔
を
絶

や
さ
白
人
柄
は
.
人
を
そ
ら
さ

血
案
提
も
身
に
つ
け
た
立
派
な

方
で
、
院
長
由
、
木
村
先
生
と

共
に
、
今
金
町
住
民
自
健
康
管

理
正
、
町
立
国
保
病
院
発
展
に

努
力
さ
れ
る
ζ

と
で
し
ょ
う。

時
を
同
じ
く
、
松
前
道
立
診

療
所
へ
転
勤
し
た
副
院
長
白
後

Jd-L 
4、・.
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町税条舗の改正など

町議会のお知らせ

ね

第
二
回

趨
持
町
議

会
は
、
五

月
三
十
日

午
前
十
時

か

po
、
+-

坦
改
良
区
会
議
室
で
回
開
催
、

一、

町
説
条
例
町

一
部
改
正

ニ
.
都
市
計
薗
説
条
例
由
一
部

改
正
条
例

三、

固
定
資
産
評
価
審
査
費
量

会
蚕
昌
選
任
問
意

図
.
送
続
強
設
定
の
議
前
変
更

玉、

潤
臼
切
水
道
工
事
靖
負
契
約

締
結
に
つ
い
て

占ハ
‘
災
害
畳
間
関
連
工
事
請
負

契
約
締
結
に
つ
い
て

白
措
か
.
記
償
先
決
処
分
報

告
を
二
件
審
議
し
ま
し
た
。

町
民
主
例
白
改
正
中
.
薗
定

量
産
税
に
つ
い
て
は
昨
年
評
価

撞
え
を
行
っ
た
わ
け
で
畠
り
ま

す
が
、

時
例
と
し
て
三
十
九
年

度
か
ら
四
半
一

年
度
ま
で
む
各

年
皮
担
固
定
資
産
設
に
限
り
‘

図
、
制
閣
に
つ
い
て
は
三
十
八
年
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皮
の
課
税
標
盟
額
を
.
宅
地
等

に
つ
い
て
は
三
十
八
年
度
分
自

課
島
原
準
額
白
て
二
倍
の
額

を
最
高
と
し
て
課
税
す
る
こ
と

に
な
る
.
文
±
壊
に
対
す
る
免

現
点
由
課
目
制
標
準
額
二
万
円
を

二
万
四
千
円
に
改
め
る
。

部
部
計
画
税
に
つ
い
て
も
同

じ
考
え
方
と
す
る
。

毘
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

署
員
と
し
て
.

い肺
磯
次
邸

時
J
徳
太
郎
の
両
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
窓
.

議
続
貨
設
定
の
議
決
変
更
に

つ
い
て
は
‘
簡
易
水
道
事
業
賛

同
三
十
九
年
度
予
定
官
業
貨
が

二
千
二
百
四
T
五
万
八
干
円
で

揖
っ
た
も
の
を
、
単
伍
の
一見正

写戸

-よ
り
.
二
干
一
-
吾
記
ハ
十
八

?

に

変
更
し
た
。

ザ
返
工
事
の
靖
主
契
約
白
鴇

診
に
つ
い
て
は
.
五
月
二
十
九

日
日常
名
鏡
争
入
札
を
行
い
.
札

掴宮
市
白
浅
野
工
菜
掠
式
会
社
北

海
泣
出
張
所
と
契
約
し
.
六
月

五
日
か
ら
十
一
月
三
十
固
ま
で

の
閣
に
着
手
.
完
成
す
る
予
定

土
木
災
害
関
連
工
事
務
負
契
約

の
繕
結
に
つ
い
て
は
、
プ
イ
タ

ウ
シ
ナ
イ
川
災
害
関
連
工
事
を

函
錨
市
工
藤
組
と
契
約
、
六
月

五
日
か
ら
十
二
月
二
十
五
日
ま

で
に
工
事
完
成
白
予
定。

以
上
町四師
会
自
あ
ら
ま
し
を

お
知
ら
せ
設
し
ま
す
。

ま福 一

詳 国段

ii民主
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さお

園
長
年
金
法
ぽ
皆
隙
す
で
に

創
承
知一
の
通
り
、
明
間
三
ア
四

年
に
成
立
以
来
、
今
日
ま
で
敬

回
の
改
正
に
よ
り
現
在
で
は
拠

出
年
金
の
被
保
険
者
数
は
二
千

万
人
円
今
金
町
三
千
二
百
人
)

福
祉
年
金
の
受
給
権
者
三
百
万

人
(
今
金
町
三
百
E
十
五
人
)

を
箆
す
る
制
度
に
ま
で
成
長
し

て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
一一本
制

度
の
発
展
と
内
容
由
充
実
在
図

る
た
め
、
次
の
点
が
改
正
さ
れ

寺
山

?
ν
#

凡。

て
探
耳
年
世
は
従
来
外
科
的

疾
患
だ
け
が
支
給
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
モ
白

範
囲
を
結
段
、
精
伸
病
等
白

内
科
的
疾
?
い
に
ま
づ
〈
障
害

者
ま
で
拡
式
さ
れ
た
。

二
、
福
祉
年
金
の
支
給
制
度
也

緩
和

例

受
給
権
者
自
生
計
を
縫

か書2
かな 知
れど 7
るも り

さ国 玄zE-
な麗
り保
ま 険
し証
/.:.で

本
年
四
月
か
ら
国
民
健
康
保

持
虫
i

夜
一
保
険
者
自
方
は
‘
柔
道
笠

宮
商
(
指
定
さ
れ
た
)
巴
、
音

速
持
続
に
か
か
る
の
と
司
じ
よ

う
に
、
被
保
換
者
証
を
提
出
し

て
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た・

立

帝
王
が
三
割
、
世
帯
員
が
五

割
の
一

恕
負
恒
金
を
払
う
こ
と

は
.
今
ま
で
と
一
同
じ
i

江
綾
で
す

当
町
に
は
現
在
指
定
柔
道
聾

復
罰
が
居
り
ま
せ
ん
可
で
近
隣

持
す
る
扶
養
護
著
者
自
所

得
に
よ
る
福
祉
年
金
由
主

総
停
止
由
選
唱
額
を
、
そ

む
扶
養
親
族
が
五
人
で
あ

る
場
合
は
六
十
五
万
円
と

な
り
ま
し
た

同
臨
争
公
務
に
よ
り
死
亡

し
文
は
療
疾
と
な
っ
た
こ

と
に
基
づ
く
公
的
年
金
受

給
者
に
対
す
る
福
祉
年
金

の
酔
給
白
限
度
と
な
る
額

七
万
円
を
八
万
円
に
引
き

あ
げ
ら
礼
た
。

な
お
、

富
良
年
金
保
険
料
を
納

付
し
は
じ
め
て
か
ら
三
十
九
年

三
月
で
、
す
で
に
三
年
間
を
経

果
し
ま
し
た
の
で
‘
死
亡

一
時

金
(
死
亡
自
の
属
す
る
回
目
前

日
ま
で
に
三
年
間
以
上
保
険
科

納
付
済
期
間
で

満
た
さ
れ
て
お

り
.
障
害
.
母

子
、
車
母
子
※

X 

百
円
受
給
指
者
で
な
か
っ
紅
場
色

、日

そ
の
者
の
退
官直
巳
支
給
き
れ
る

)
白
支
給
が
始
ま
り
、
保
険
料

を
未
納
し
て
な
い
照
り
保
険
料

自
活
け
捨
て
は
殆
ん
ど
な
く
な

込
芥

っ
て
被
保
険
首
田
副
首
慢
は
楽
し

r

く
安
心
し
て
保
険
料
を
納
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

× 

× 

.-111 
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司
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釜Jdf生

一

白
二
‘
三
を
紹
介
い
た
し
ま
す

こ
れ
以
外
田
場
所
で
診
療
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
巨
は
、
国

保
係
に
お
問
い
合
せ
下
さ
る
よ

う
お
願
い
闘
し
上
げ
ま
す
。

円指
定
民
主
】

八
雲
町
名
古
整

骨
院

吾
町
佐
藤
霊
骨
院
江

差
酎
江
差
家
整
骨
院

袋
一
唱
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が

指
定
柔
道
整
担
師
以
外
は
こ
自

制
度
自
効
力
は
な
い
の
で
必
ず

指
定
の
所
に
か
か
る
よ
う
E
。

G;; 1い

三=つ
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て

健

筆
水
面

利
別
川
(
新
組
-

古

岸

光

台
二
三
四
番
思

主

岸
鹿
川
六
四
九
番
地
巴

知
事
が
建
設
し
た
複
柱
を
桔
ぷ

織
か
ら
上
流
水
源
に
至
る
約
十

さ
け

• 
ま
す
の
保
護

河
川
に
指
定
さ
れ
る

メ
ツ
プ
川
上
流
ま
で
十
五
粁
の
間

北
海
道
の
主
要
な
水
産
量
様

で
あ
り
‘
渇
際
性
心
強
い
湖
河

性
ま
寸
煩
的
資
源
保
連
と
.
そ

の
聖
殖
を
は
か
る
た
め
‘
ま
13
3

湖
上
主
要
河
川
に
保
護
水
面
を

設
定
し
、
組
組
且
ぴ
天
然
産
卵

床
の
保
護
管
理
を
行
う
こ
と
を

目
的
E
.
道
で
は
さ
け

・
ま
す

保
護
水

A

血
管
理
事
業
を
行
う
こ

と
に
な
り
、
三
十
九
年
度
か
ら

利
別
支
掠
メ
Y
プ
川
本
流
田
区

域
が
新
し
く
指
定
に
な
り
ま
し

た・

現
在
道
内
で
は
、
こ
白
よ

う
な
保
護
河
川
は
、
袋
内
川、

千
走
川
、
利
刻
川
、
見
市
川
門

田川
石
町
)
の
四
河
川
で
.
こ
白

う
ち
留
置
内
川
を
除
〈
三
河
川
が

今
年
新
た
に
指
定
さ
れ
た
わ
け

で
す
.

昭剥39'年6月215日( 3 1 

五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

の
閣
の
利
別

川
支
流
メ

y
プ
川
本
流
白
区
域

二
、
審
理
の
方
法

保
護
水
置
に
は
管
理
監
督
員
を

定
め
て
期
間
申
管
理
事
業
の
処

理
に
あ
た
る
。

渡
島
支
場
利
別
川
事
業
場

技
師

諜

五

一

管
理
人
霊
置
計
画

四
月
二
十
二
日
か
ら
十
一

月
三

十
日
ま
で、

墨
田
七
五
人
也
管

理
人
を

E
E
L
-
産
卵
白
た
め

河
川
に
湖
上
し
た
ま
す
規
魚
を

保
護
し、

効
果
的
な
天
然
蓋
卵

を
行
な
わ
せ
る
た
め
に
管
理
に

あ
た
ら
せ
る
@

親
魚
爆
護
計
画

河
川
に
入
っ

た
窺

h

一環
由
差
卵
ま

で
町
間
不
法
漁
獲
を
防
止
し

天
然
産
卵
場
へ
効
率
的
に
到
達

さ
せ
る
た
め
に
.
機
上
開
始
白

初
期
よ
り
桂
周
知
醇
坦
湖
上
自

轄
了
す
る
八
月
末
ま
で
坦
四
位

毎
日
何
回
も
河
に
よ
り
保
護
水

面
白
区
域
全
部
に
わ
た
っ
て
巡

回
せ
し
培
る
。
返
回
由
回
数
及

び
人
里
は
状
況
に
よ
り
適
宜
増

加
す
る
。

文
必
要
に
応
じ
苦
察
室
一色
出
動

を
要
請
す
る
.

天
然
窪
卵
膏
理
計
直

天
然
謹
一
卵
白
調
治
さ
れ
る
八
月

末
よ
り
十
月
下
勾
ま
で
司
閣
は

特
に
箆
設
内
に
重
点
を
置
い
て

保
護
水
一圏
内
申
監
視
を
親
魚
の

保
護
、
産
相
仰
の
障
害
白
品
開
去
防

止
尼
つ
と
め
る
。

施
設
宮
遠
野
蚕

算
定
指
及
魚
留
装
置
は
、
流
下

物
等
に
よ
る
曲
川一荷
や
増
『一m
E恐

れ
が
あ
る
の
で
必
要
巨
応
じ
、

【利別川保護水面管理図 メツプ川本流行粁】

付
着
物
を
除
去
し
‘
河
水
申
流

還
を
よ
く
す
る
.

増
水
等
司
場
合
は
流
木
、
岩
石

也
流
下
等
に
よ
る
護
岸
等
白
訪

除
に
勉
め
る
と
と
も
に
‘
万
一

被
害
の
あ
っ
た
場
合
は
速
か
に

彊
回
目
処
置
を
と
る
。

管
理
者
投
量
軒
菌

培
理
的
条
件
等
を
考
遣
し
、

J

パ

ネ
ル
式
組
立
ハ
ウ
ス
(
九
、
九

平
方
末
)
を
新
規
河
川
に
設
置

し
、
長
期
閣
の
包
居
に
文
隊
司

な
い
よ
う
暖
房
そ
の
他
居
住
条

件
に
も
充
升
な
配
慮
を
す
る
a

算
定
冊
附
近
右
岸
堤
防
敷
地

富衛宮募集
と弓-主-ちとF言己f 吉Lーで言己1三と・

受付 随時受付けて居ります.
手続 受I.t子続は、自衛隊今金升産所(役

場?浩〉又は役場庭訪係へおいで下
さし、。

m
U1Mlrル

事~

一一」

z 

-

とが
ー

⑨

ニ
ュ
ー
ス
の
語
源
'・

ま
ず

「
東
西
南
北
」

説

"

z
o
Z
?
開

2
7司
立

停

-
M
o
t
M
t.
い
る
い
ろ
な

で
き
ご
と
が
東
密
南
北
か
ら
集

ま
る
そ
れ
ぞ
れ
白
頭
文
字
を
と

っ
て

N
E
W
S
-
す
な
わ
ち-一

ユ
1
ス
と
い
う
こ

E
ば
が
生
乱

れ
た
と
す
る
議
、

も
う
一
つ
は
.

2
.。
零
細
は

す
で
に
中
世
時
代
英
語
E

占

2
5廻
切
と
い
う
形
帽
閣
で
現
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
♂
こ
れ
は
ノ

新
ら
し
い
/
と
い
ヲ
意
味
由
形

容
詞

Z
。司
主
乞
名
詞
的
E
使
っ

た
復
敷
形
で

『
新
し
い
も
ろ
も

ろ
の
こ
と
』
と
い
っ
た
よ
う
な

♂
汗

宜
味
で
す

.

-zh，十
一

ハレ』

己
白
こ
と
ば
が
現
代
也

ι
4
4
1

一通

z
g
z
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
持
一
J
J斗

り
ま
す
.

‘

¥

一
ι

…
υ
f

と
こ
ろ
で
、
ラ
テ
ン
語
申
/
』

円

新
ら
し
い
こ
と
/

世
意
時
由
--
K

一

N
O
Y
U
M
が

--44ι高
仲
紘

一

L
P

源
と
す
る
説
出
品
り
忌
す
!

?

一
九
‘
私

E
K
ト
町

わ

品

r
占除、

e

二一ーミ~弘一

賞

民司ャ メ‘h
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農
村
青
年
建
設
班

体

験

発

表

農
業
経
営
を
改
善
し
楽
し
い

ね

室
川町
河
克
子

私
た
ち
は
、
己
白
-
ヶ
月
間

を
宵
年
建
殺
班
員
と
し
て
筒
先

生
白
指
導
白
元
に
勉
強
し
て
一一ぎ

ま
し
た
が
‘
私
達
の
日
常
生
活

に
身
近
に
感
ず
る
事
項
が
数
多

〈
あ
る
曹
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た

『
農
業
』
な
ん
と
複
雑
な
言
葉

で
島
ろ
う
。
ま
た
な
ん
と
苦
し

き
ゃ
楽
し
さ
を
古
ん
だ
言
誌
で

あ
ろ
う
と
感
ず
る
。

見
わ
た
す
限
り
の
前
金
の
滋

を
見
る
と
き
.
鹿
菜
家
は
何
も

か
も
忘
れ
て
.
寄
宿
感
を
身
に

お
ぼ
え
る
瞬
間
だ
と
思
う
。
自

分
自
思
う
ま
ま
、
他
人
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
実
践
‘
経

験
‘
研
究
な
と
.
他
山
車
一
菜
、

産
業
と
位
ベ
て
見
た
と
司
ぎ
‘
農

業
経
営
を
上
手
に
行
っ
て
い
る

人
は

『社
長
』
と
ま
っ
た
〈
変

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
今
日
正
於
て
世
は
正

かまい報広1第74号1昭和39年6月25日

生
活
を
す
る
に
は
ど
う
す
る
か

に
近
代
化
、
機
械
化
、
企
案
合

併
と
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
と
そ

れ
に
伴
い
進
展
を
続
け
て
い
る

事
は
私
も
確
か
に
偲
め
て
お
り

ま
す
が
.
盛
業
経
営
白
面
に
直

ぐ
と
の
変
化
を
適
用
し
て
、
単

位
機
械
を
質
入
れ
し
た
か
ら
機

硬
化
し
た
と
は
い
え
な
い
と

E

-つ
の
でみ
1
2
0

私
白
思
う
包
良
よ
の
改
苦
と

は
‘
自
分
の
耕
作
面
積
に
見
合

っ
た
被
様
化
を
行
い
、
そ
れ
も

計
画
的
に
実
施
を
し
な
が
ら
短

所
を
見
い
出
し
こ
れ
を
長
所
に

切
り
替
え
る
等
合
理
的
な
方
法

で
自
か
ら
努
力
す
る
事
だ
と
思

う
の
で
す
。

女
性
の
主
場
か
ら
見
て
、
家

庭
に
於
け
る
主
制
は
.
家
事
の

告
間
々
々
い
れ
良
市中
に
精
を
出
し

家
庭
白
内
に
は
、
新
郎
な
や
さ

し
い
雰
囲
気
を
保
ち
.
食
卓
に

は
新
鮮
な
金
物
が
用
意
さ
れ
る

と
き
、
そ
の
日
そ
の
日
白
苦
労

が
つ
ぐ
な
わ
れ
、
明
日
目
作
業

に
希
望
が
燃
え
て
来

τ、
苦
封

の
中
に
も
笑
い
の
絶
え
な
い
毎

ロ
u
-
e
-
-
a

と
こ
ん
な
考
え
を
持
つ
私
選

は
、
毎
日
が
勉
強
で
あ
り
、
努

力
の
上
に
あ
っ
て
出
来
る
事
で

あ
り
.
単
に
様
威
力
の
導
入
に

よ
っ
て
は
出
来
る
は
ず
の
な
い

事
と
思
う
の
で
す
。

私
選
は
自
分
自
宏
業
に
、
詩

り
と
自
信
を
持
ち
、
大
地
に
向

か
っ
て
大
き
〈
深
呼
吸
を
し
て

仕
事
に
意
欲
を
も
っ
て
当
る
こ

と
こ
そ
二
苦
幸
福
に
近
ず
〈
近

道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

思
は
と
の
建
設
珪
で
学
ん
だ

市
?
を
出
来
る
限
り
実
生
活
に
活

用
L
、
よ
り
良
い
農
業
経
営
に

-
片
の
努
力
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
@

豊田
南
川

良
家
は
今
だ
に
古
い
菅
の
し

き
た
り
や
習
慣
が
残
っ
て
い
る

艶
ま
は
‘
自
分
の
仕
事
白
ζ

と
経
宮
の
事
を
他
人
に
対
し
て

気
や
す
く
語
り
、
話
し
合
う
事

を
な
か
な
か
し
な
い
よ
う
に
、

他
人
の
云
う
事
児
対
し
て
も
索

直
な
受
け
取
り
方
を
せ
ず
、
毎

日
毎
年
を
、
前
年
と
同
じ
よ
う

な
事
を
経
返
し
て
い
る
@

皆
な
意
見
を
出
し
合
い
話
し

合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
処

を
積
極
的
に
扱
収
、
取
り
入
れ

て
明
日
の
仕
事
、
翌
年
の
経
宮

に
取
り
入
れ
て
こ
そ
.
前
進
が

あ
る
と
思
う
の
で
す
。

良
家
の
家
庭
生
活
の
中
で
.

父
親
の
植
力
的
強
さ
は
.
古
い

し
き
た
り
の
家
長
と
し
て
白
重

圧
を
も
っ

て
厳
然
と
一
家
を
左

右
し
て
い
る
.
外
の
家
族
は
そ

れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
間
生
活
を
す
る
た
め
に
一

人
ぼ
っ
ち
で
は
生
活
出
来
な
い

ま
し
て
}
披
の
主
と
な
り
柱
と

な
っ

τ社
会
生
活
を
営
む
以
上

大
き
な
集
団
の
中
で
理
性
白
個

々
円
責
任
あ
る
行
動
の
も
と
に

生
活
し
発
展
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
@

我
々
農
家
は
、
こ
れ
か
ら
共

同
化
が
必
要
と
し
ま
す
。
身
近

か
な
処
か
ら
。

が
っ
ち
り
と
し

た
基
礎
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

、

祭

な
い
。草

庭
で
の
基
磁
と
は
、
家
庭

草
族
会
訟
を
燭
〈
と
か
、
家
計

簿
を
付
け
て、

収
入
、
支
出
の

バ
ラ
ン
ス
を
検
討
す
る
と
か
、

家
族
共
巨
樹
齢
し
、
今
ま
で
考

--
~
も
出
来
な
い
良
い
考
え
方
が

と
び
出
し
、
盟
業
経
営
に
全
員

が
怠
加
し
平
第
由
権
利
を
与
え

労
的
自
重
要
き
と
.
責
任
あ
る

仕
事
由
完
成
E
そ
草
庭
生
活
、

社
会
人
と
し
て
立
派
に
成
長
す

る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

今
ま
で
の
古
い
曹
慣
か
ら
脱

皮
し

「
飯
町
ク
セ
に
」
と
か
、

「
子
供
白
ク
セ
に
」
と
か
言
う

事
な
く
家
庭
白
中
に
は
い
つ
で

も
置
し
合
い
の
雰
囲
気
を
持
つ

こ
と
己
そ
大
切
と
思
う
白
で
す

ま
だ
色
々
と
考
え
方
は
あ
る
が

こ
の
よ
う
な
根
本
的
な
こ
と
か

ら
改
善
し
て
行
く
こ
と
と
そ
盈

業
経
営
の
改
甚
そ
し
て
寧
庭
生

活
を
棄
し
〈
す
る
事
に
つ
な
が

る
も
の
と
患
い
ま
す
。

H

今
金
屠
畜
場
、
屠
失

募
集
に
つ
い
て
μ

今
金
と
寄
場
に
お
い
て
左
記

の
と
お
り
従
来
日
を
募
喝
し
ま

す
か
ら
希
望
2

引
に
町
役
向
社
会

観
え
申
出
下
さ
い
。

記

一
、
と
失
一

名

給
料
そ
白
他
面
談
白
上
決
定

し
ま
す
.

五
月
中
来
訪
者

主
百
桧
山
支
庁
林
筋

課
長
転
員
移
動
に
伴
う

事
前
打
台
せ
の
た
め
。

一
五
日
北
南
道
術
生
部

長

環

坤

衛

生
状
態
観

察
白
た
め
。

一
九
日
函
館
開
発
建
設

伊
藤
技
官
都
市
計
画

事
業
設
計
事
務
打
合
せ

白
た
め
・

ニO
日
桧
山
支
庁
税
務

課
長
選
民
税
徴
蚊
に
係

る
依
頼
並
壱
励
の
た
め
.

三
一
日
函
鈷
電
気
通
信

部
福
士
営
業
主
幹

町

内
電
霞
事
情
視
察
白
た

-

め。

二
回
目
鉢
野
庁
補
技
官

道
治
山
課
長
等
治
山

事
業
箆
行
状
況
視
察
の

た
め
。

一
五
日
投
山
有
げ
菊
地

廷
内
旧
民
長

U
'L
水
道

事
業
及
開
拓
迫
路
盤
定

白
た
め
。
函
館
保
護
監

察
所

大
高
監
察
官

青
少
年
保
留
置
宵
民
事
事

由
た
め
来
町
.


